
　

２
月
15
日
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
井
原
に
於
い
て
井
原
市
主
催

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

は
、
市
内
13
小
学
校
区
単
位
に

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

等
が
設
立
さ
れ
地
域
の
課
題
を

み
つ
け
問
題
解
決
を
行
い
、
よ

り
良
い
住
民
生
活
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
地
域
住
民
が
主
役

と
な
り
運
用
し
て
い
く
組
織
で

す
。

　

県
主
地
区
で
は
「
結
の
里
」

の
考
え
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
「
県
の
里
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
岡
田
章
文
会

長
を
中
心
に
数
年
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
25
年
度
は
、
が
ん
ば
る

地
域
応
援
補
助
金
を
活
用
し
た

「
広
報
誌
発
行
事
業
（
各
種
団

体
発
行
の
情
報
誌
統
合
）」「
ふ

る
さ
と
案
山
子
に
よ
る
地
域
活

性
化
」「
６
次
産
業
に
よ
る
地

域
活
性
化
」「
人
材
育
成
事
業

（
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）」
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
選
ば

れ
た
芳
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
木
之
子
地
区
振
興
協
議
会
・

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
３
地
区
が
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
に
つ
い
て
発
表
の
後
、
米

良
重
徳
先
生
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

て
ほ
し
い
。
実
り
の
時
期
の
イ

ベ
ン
ト
の
「
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
、
参
加
す
る
楽
し
さ
、

見
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
二
つ
で
「
か
か

し
の
里
県
主
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
主
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
10

年
に
一
度
は
水
不
足
が
発
生
し
、

水
稲
栽
培
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
念
願
で

あ
っ
た
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
揚
水
が

決
定
し
、
工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
完
成
後
は
門
田
川
に

い
つ
も
水
が
流
れ
、
水
質
浄
化
な

ど
水
辺
の
環
境
の
向
上
や
水
不
足

の
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
工

事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

抅
井　

晃
治
様
（
亡
父
）

　

北
田　
　

功
様
（
亡
母
）

　

廣
田　

克
己
様
（
亡
母
）

　

藏
本　

敏
秀
様
（
亡
母
）

　

三
嶋　

敏
文
様
（
亡
父
）

　

横
溝　

仁
志
様
（
亡
父
）
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第５号
発　行　
　県の里まちづくり推進協議会
　県主地区自治連合協議会
　県　主　公　民　館
　県主地区社会福祉協議会































県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

タ
ー
）・
瀧
本
市
長（
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
）・
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
各

団
体
代
表
の
本
井
誠
治
さ
ん（
芳

井
地
区
）
佐
能
直
樹
さ
ん
（
木

之
子
地
区
）
岡
田
章
文
さ
ん
（
県

主
地
区
）
で
意
見
交
換
・
質
疑

応
答
を
繰
り
広
げ
ら
れ
盛
況
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
参
加
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て森下

和
美

　

当
協
議
会
か
ら
は
、
広
報
委

員
会
、
み
の
り
の
里
・
は
ぐ
く

み
の
里
・
う
つ
く
し
い
里
部
会

の
事
業
に
つ
い
て
詳
細
を
説
明

し
、
我
々
の
取
組
み
に
つ
い
て

市
内
に
発
信
し
ま
し
た
。
説
明

し
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
思
う

よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
場
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
は
充
分
ご
理
解
い
た
だ
い
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
つ
く
し
い
里
部
会
で
は…蔵本

久
美

　

現
在
常
設
展
示
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
ふ
る
さ
と
か
か
し
」
は
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
癒
し
を
感
じ

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

５
月
15
日

　

▽
市
民
の
声
を
聴
く
会

５
月
25
日

　

▽
第
35
回
町
民
体
育
祭

　

今
年
も
実
り
の
秋
に
か
か
し
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
り
、
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

初
回
実
行
委
員
会
（
５
月
中
旬
）

　

ふ
る
さ
と
か
か
し
が
徐
々
に
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
制
作
を
毎
週

日
曜
日
午
後
に
公
民
館
分
室
で

行
っ
て
い
ま
す
。
制
作
に
伴
い
古

着
・
靴
・
帽
子
を
集
め
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

出席者全員の記念写真

ふ
る
さ
と
か
か
し
の
常
設

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

み
の
り
の
里
部
会

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ





　　
　

森
岡　
　

通
さ
ん

　
　

安
原　

直
視
さ
ん

　
　

西
本　

忠
志
さ
ん

　
　

野
宮　
　

悟
さ
ん

正
月
用
し
め
飾
り

包
丁
研
ぎ

駐
輪
場
の
整
備

い
つ
も
あ
り
が
と
う

平
成
25
年
度
井
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

平
成
25
年
度
井
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

広
報
委
員
会　
　

安
藤
直
樹

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

事
例
発
表
者

◎
広
報
誌
発
行
事
業

　

広
報
委
員
会    

（
安
藤
直
樹
）

◎
６
次
産
業
に
よ
る
地
域
活
性
化

◎
人
材
育
成
事
業
（
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）

　

総
務
部
会　
　

 

（
森
下
和
美
）

◎
ふ
る
さ
と
案
山
子
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

う
つ
く
し
い
里
部
会
（
蔵
本
久
美
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ
リ
ス
ト

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
岡
田
章
文
）

う
つ
く
し
い
里
部
会

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

パイプライン敷設経路
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去
る
、
１
月
19
日
に
、
み
の

り
の
里
部
会
主
催
の
先
進
地
視

察
を
、
各
種
団
体
か
ら
大
勢
の

参
加
を
頂
き
、
東
広
島
市
に
あ

る
「
フ
ァ
ー
ム
お
だ
」
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
お
だ
は
、
平
成
17

年
に
迫
り
く
る
農
業
の
衰
退

に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
全
戸
参
加
型
の
農
事

組
合
法
人
で
す
。
組
合
員
従
事

者
が
約
50
名
で
、
安
全
・
安

心
そ
し
て
、
安
定
的
に
食
料
生

産
を
行
え
る
よ
う
、
生
産
・
加

工
・
販
売
ま
で
の
い
わ
ば
、
６

次
産
業
化
に
取
り
組
み
成
功
し

た
団
体
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
視
察
に
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
わ
が
県
主
の
農
業
を

衰
退
さ
せ
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

説
明
を
熱
心
に
聴
か
れ
、
ま
た
、

失
敗
談
や
成
功
の
秘
訣
等
を
積

極
的
に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

説
明
の
後
に
、
地
元
産
の
コ
メ

を
製
粉
し
、
パ
ン
を
焼
き
販
売

し
て
い
る
店
舗
を
視
察
し
、
試

食
の
パ
ン
の
美
味
し
さ
に
皆
さ

ん
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
湯
坂
温
泉
で
済
ま
せ
、

次
の
視
察
先
の
西
条
酒
蔵
に
向

か
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
お

い
し
い
米
と
水
か
ら
、
お
い
し

い
酒
が
出
来
る
こ
と
を
学
び
、

や
っ
ぱ
り
日
本
人
に
は
米
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

食
べ
物
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
農
業
を
衰
退
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
も
っ
と
も
っ
と
発
展
す

る
よ
う
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
、

強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
視
察
で

し
た
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
県
主
公
民
館
に

於
い
て
、
県
の
里
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
と
県
主
公
民
館
の

共
催
で
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
広
島
県
安
芸
高
田

市
川
根
振
興
協
議
会
会
長
辻
駒

健
二
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
学
び
を
活
か
す
地
域
づ

く
り
『
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

辻
駒
さ
ん
が
川
根
振
興
協
議
会

会
長
と
し
て
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
創
意
工
夫
し
、
先
進
的
に

実
践
し
て
こ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く

り
の
、
貴
重
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
分

か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
は
、
予
定
し
た
時

間
を
少
々
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た

が
、
辻
駒
さ
ん
の
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
た
軽
妙
な
話
術
で
参
加
者

の
皆
様
も
最
後
ま
で
集
中
し
て

聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
に
は
、
行
政
に
対

し
て
、
要
求
型
の
ま
ち
づ
く
り

か
ら
、
提
案
型
の
ま
ち
づ
く
り

へ
と
地
域
住
民
の
意
識
改
革
が

出
来
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
20

年
先
、
30
年
先
の
ま
ち
づ
く

り
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
提
案

し
て
い
っ
た
こ
と
等
、
住
民
と

行
政
が
協
力
し
『
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
創
っ
て
い
く

ん
だ
』
と
い
う
強
い
信
念
で
、

ま
ち
づ
く
り
を
継
続
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

講
演
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
辻
駒
さ
ん
か
ら
、
質
問
者

へ
の
回
答
と
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
も
、
お
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
で

き
な
い
理
由
を
考
え
る
よ
り
、

ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
を
地
域

全
体
で
考
え
、
主
体
的
に
行
動

で
き
る
人
材
の
育
成
を
着
実
に

進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
公
民
館
行
事
・
活

動
が
計
画
通
り
に
、
盛
会
裏
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
役
員
の
皆
さ
ん
、

体
育
部
・
文
化
部
委
員
の
皆
さ

ん
、
盆
踊
り
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
、
各
学
級
の
役
員
の
皆
さ
ん
、

各
団
体
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
お

骨
折
り
の
お
陰
で
す
。

　

今
年
度
も
、
ご
覧
の
公
民
館

活
動
を
通
じ
て
、
県
主
の
皆
さ

ん
全
員
が
、地
域
（
ひ
と
・
ま
ち
・

れ
き
し
・
し
ぜ
ん
）
の
魅
力
、

良
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

・
第
34
回
町
民
体
育
祭

　
　
（
５
月
26
日
）

・
第
２
回
市
内
公
民
館
対
抗

  　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
７
月
７
日
）

・
県
の
里
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
（
８
月
13
日
）

・
第
51
回
市
民
体
育
祭

（
10
月
６
日
）

・
第
38
回
ハ
ウ
ス
祭
り

（
11
月
10
日
）

・
第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
12
月
15
日
）

・
公
民
館
大
掃
除  

（
12
月
29
日
）

・
新
年
互
礼
会     

（
１
月
３
日
）

・
新
春
初
笑
い
県
主
寄
席

（
１
月
13
日
）

・
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

（
１
月
25
日
〜
26
日
）

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
祭
り

（
２
月
９
日
大
雪
中
止
）

・
第
２
回
生
涯
学
習
講
座

（
２
月
22
日
）

・
高
齢
者
学
級     

（
年
間
９
回
）

・
婦
人
学
級        

（
年
間
５
回
）

・
家
庭
教
育
学
級  

（
年
間
６
回
）

・
幼
児
学
級        

（
年
間
10
回
）

・
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
広
報
活
動

・
団
体
活
動
助
成

・
激
励
金
贈
呈

・
公
民
館
運
営
審
議
会

・
体
育
部
委
員
会

・
文
化
部
委
員
会

・
盆
踊
り
実
行
委
員
会

・
会
計
監
査

・
手
描
き
友
禅
（
月
２
回
）

・
傘
踊
り

・
琴
（
月
２
回
）

・
空
手
教
室

・ 

Ｊ
Ａ
手
芸
教
室

・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ア
ー
ト

・
好
味
漬

・
生
花
（
月
２
回
）

・
栄
養
教
室

・
謡
と
仕
舞
の
会

・
ち
ぎ
り
絵

・
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
（
月
２
回
）

　

公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

る
各
種
講
座
の
新
年
度
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

◎
琴
同
好
会

◎
手
書
き
友
禅

◎
生
け
花

◎
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

◎
井
原
傘
踊
り
保
存
会

◎
謡
と
仕
舞
の
会

各
講
座
と
も
お
問
い
合
わ

せ
は
公
民
館
ま
で

　

公
民
館
に
あ
る
お
知
ら

せ
く
ん
を
、
地
域
内
の
行

事
や
情
報
の
お
知
ら
せ
に

ど
し
ど
し
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
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６
次
産
業
視
察
研
修

は
ぐ
く
み
の
里
部
会　
　

佐
藤　

隆

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

み
の
り
の
里
部
会　
　
　

蔵
本
哲
治

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

県
主
公
民
館

館
長　

藤
森
雅
和

主
事　

岡
田　

忍

平
成
二
十
五
年
度
の

　
　

終
わ
り
に
あ
た
っ
て

受
講
生
募
集

　去る、3月16日、井原市操法
訓練大会が開催されました。
この度の大会は全員初めての操
法選手というフレッシュなチームの
もと、1 月 13 日から約 2ヶ月間、
日夜訓練を重ね、大会では日頃
の訓練の成果を十分に出し切っ
た操法ができました。
　今後も県主分団一致団結し、
消防団活動に取り組んでまいりま
すので、引き続き地域の皆様方の
ご協力をよろしくお願いいたします。

井原市操法訓練大会　体制
統括指導責任者
　　　　　鳥越　靖弘（１部）
指揮者……森本　崇永（１部）
１番員……石井　順之（１部）
２番員……石井　庸介（３部）
３番員……岡本　好範（１部）
補助員……石井　健太（２部）

井原市操法訓練大会第39回

○
行　

事

○
学
級
活
動

○
そ
の
他
の
活
動

○
会
議
等

○
同
好
会
活
動

平
成
25
年
度
の
活
動

平
成
二
十
五
年
度
の

　
　

終
わ
り
に
あ
た
っ
て

お
知
ら
せ
く
ん
の
活
用
を
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去
る
、
１
月
19
日
に
、
み
の

り
の
里
部
会
主
催
の
先
進
地
視

察
を
、
各
種
団
体
か
ら
大
勢
の

参
加
を
頂
き
、
東
広
島
市
に
あ

る
「
フ
ァ
ー
ム
お
だ
」
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
お
だ
は
、
平
成
17

年
に
迫
り
く
る
農
業
の
衰
退

に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
全
戸
参
加
型
の
農
事

組
合
法
人
で
す
。
組
合
員
従
事

者
が
約
50
名
で
、
安
全
・
安

心
そ
し
て
、
安
定
的
に
食
料
生

産
を
行
え
る
よ
う
、
生
産
・
加

工
・
販
売
ま
で
の
い
わ
ば
、
６

次
産
業
化
に
取
り
組
み
成
功
し

た
団
体
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
視
察
に
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
わ
が
県
主
の
農
業
を

衰
退
さ
せ
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

説
明
を
熱
心
に
聴
か
れ
、
ま
た
、

失
敗
談
や
成
功
の
秘
訣
等
を
積

極
的
に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

説
明
の
後
に
、
地
元
産
の
コ
メ

を
製
粉
し
、
パ
ン
を
焼
き
販
売

し
て
い
る
店
舗
を
視
察
し
、
試

食
の
パ
ン
の
美
味
し
さ
に
皆
さ

ん
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
湯
坂
温
泉
で
済
ま
せ
、

次
の
視
察
先
の
西
条
酒
蔵
に
向

か
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
お

い
し
い
米
と
水
か
ら
、
お
い
し

い
酒
が
出
来
る
こ
と
を
学
び
、

や
っ
ぱ
り
日
本
人
に
は
米
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

食
べ
物
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
農
業
を
衰
退
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
も
っ
と
も
っ
と
発
展
す

る
よ
う
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
、

強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
視
察
で

し
た
。

　

最
後
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
県
主
公
民
館
に

於
い
て
、
県
の
里
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
と
県
主
公
民
館
の

共
催
で
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
広
島
県
安
芸
高
田

市
川
根
振
興
協
議
会
会
長
辻
駒

健
二
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
学
び
を
活
か
す
地
域
づ

く
り
『
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

辻
駒
さ
ん
が
川
根
振
興
協
議
会

会
長
と
し
て
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
創
意
工
夫
し
、
先
進
的
に

実
践
し
て
こ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く

り
の
、
貴
重
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
分

か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
は
、
予
定
し
た
時

間
を
少
々
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た

が
、
辻
駒
さ
ん
の
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
た
軽
妙
な
話
術
で
参
加
者

の
皆
様
も
最
後
ま
で
集
中
し
て

聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
に
は
、
行
政
に
対

し
て
、
要
求
型
の
ま
ち
づ
く
り

か
ら
、
提
案
型
の
ま
ち
づ
く
り

へ
と
地
域
住
民
の
意
識
改
革
が

出
来
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
20

年
先
、
30
年
先
の
ま
ち
づ
く

り
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
提
案

し
て
い
っ
た
こ
と
等
、
住
民
と

行
政
が
協
力
し
『
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
創
っ
て
い
く

ん
だ
』
と
い
う
強
い
信
念
で
、

ま
ち
づ
く
り
を
継
続
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

講
演
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
辻
駒
さ
ん
か
ら
、
質
問
者

へ
の
回
答
と
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
も
、
お
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
で

き
な
い
理
由
を
考
え
る
よ
り
、

ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
を
地
域

全
体
で
考
え
、
主
体
的
に
行
動

で
き
る
人
材
の
育
成
を
着
実
に

進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
公
民
館
行
事
・
活

動
が
計
画
通
り
に
、
盛
会
裏
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
役
員
の
皆
さ
ん
、

体
育
部
・
文
化
部
委
員
の
皆
さ

ん
、
盆
踊
り
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
、
各
学
級
の
役
員
の
皆
さ
ん
、

各
団
体
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
お

骨
折
り
の
お
陰
で
す
。

　

今
年
度
も
、
ご
覧
の
公
民
館

活
動
を
通
じ
て
、
県
主
の
皆
さ

ん
全
員
が
、地
域
（
ひ
と
・
ま
ち
・

れ
き
し
・
し
ぜ
ん
）
の
魅
力
、

良
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

・
第
34
回
町
民
体
育
祭

　
　
（
５
月
26
日
）

・
第
２
回
市
内
公
民
館
対
抗

  　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
７
月
７
日
）

・
県
の
里
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
（
８
月
13
日
）

・
第
51
回
市
民
体
育
祭

（
10
月
６
日
）

・
第
38
回
ハ
ウ
ス
祭
り

（
11
月
10
日
）

・
第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
12
月
15
日
）

・
公
民
館
大
掃
除  

（
12
月
29
日
）

・
新
年
互
礼
会     

（
１
月
３
日
）

・
新
春
初
笑
い
県
主
寄
席

（
１
月
13
日
）

・
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

（
１
月
25
日
〜
26
日
）

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
祭
り

（
２
月
９
日
大
雪
中
止
）

・
第
２
回
生
涯
学
習
講
座

（
２
月
22
日
）

・
高
齢
者
学
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（
年
間
９
回
）

・
婦
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学
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（
年
間
５
回
）

・
家
庭
教
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（
年
間
６
回
）

・
幼
児
学
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（
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間
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回
）

・
学
校
支
援
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ン
テ
ィ
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活
動

・
広
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活
動

・
団
体
活
動
助
成

・
激
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・
公
民
館
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審
議
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・
体
育
部
委
員
会

・
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部
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会

・
盆
踊
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・
会
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査

・
手
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き
友
禅
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月
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踊
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２
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空
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Ａ
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室

・
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ル
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・
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・
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月
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）
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訓練大会が開催されました。
この度の大会は全員初めての操
法選手というフレッシュなチームの
もと、1 月 13 日から約 2ヶ月間、
日夜訓練を重ね、大会では日頃
の訓練の成果を十分に出し切っ
た操法ができました。
　今後も県主分団一致団結し、
消防団活動に取り組んでまいりま
すので、引き続き地域の皆様方の
ご協力をよろしくお願いいたします。

井原市操法訓練大会　体制
統括指導責任者
　　　　　鳥越　靖弘（１部）
指揮者……森本　崇永（１部）
１番員……石井　順之（１部）
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等
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今年度も県主小学校での教育活動に多くの場面でボランティアの方々に
ご協力いただきました。簡単にご紹介いたします。

4月

5月

6月

7月

8月9月10月

11月

12月

1月

2月

3月

学校支援ボランティア1年間の報告

　年間を通じて週に１回程度実施してい
た放課後学習の 1・２学年と、夏休みに
行ったサマースクールで、地域の方に学習
の支援をしていただきました。

　月に１度、本の読み聞かせボラン
ティア（５名）のみなさんに、来校し
ていただき、朝の会の始める前の 10
分間に、各教室で本の読み聞かせ
をしていただきました。毎回すてきな
本を読み聞かせてくださり、子ども達
は本の世界とのよい出会いの時間と
なりました。

　５月末から６月初旬にかけて、楽寿会
（西方・門田）の方々に、１・２年生
の芋植えに来ていただきました。畝作り
から苗植までお手伝いいただきました。

　５・６年生で各地区のサロンに
ふれあい訪問を行う際には、各サ
ロンの方や民生委員さん、主任児
童委員さんにいろいろとお世話い
ただきました。子ども達は地域の
方 と々楽しいふれあいの時間を過
ごさせていただきました。

　４年生のリサイクルに関する学習の時
には、五味会の方を含めて６名の方に、
廃油石けんづくりやキャンドルづくりを教
わりました。とても楽しく活動ができました。

　しめ縄づくり集会では、３年生か
ら６年生までの子ども達が、ＰＴＡの
役員さんを含めると２０名を超す地域
の方々に、ボランティアティーチャーと
して来校していただき、しめ縄の作り
方を教えていただきました。きれいな
お正月飾りになるように、一人一人
に丁寧にアドバイスをいただきました。

　１１月には、楽寿会の方々に芋の収
穫にもお手伝いに来ていただきました。
収穫した芋を使った「さつまいもパー
ティー」にも来ていただきました。

　日曜参観日の時に行った救命
救急法の研修会では、県主から
消防署にお勤めをされている方
にボランティアティーチャーとしてご
来校して頂きました。プールシー
ズンに備えて、保護者の方々と
一緒に研修することができました。

　２年生がまち探険を行っ
た際には、神社の神主さん
や公民館の方々ににいろい
ろと教えていただきました。

　小菊作りの指導にも２名の
方がボランティアティーチャーと
してご来校していただきました。
苗を小さなポットに植え付ける
際や、大きな鉢に植え替える
際に、その作業の手順を細か
く丁寧に教えていただきました。

　５年生は家庭科でミシンを使った学習を
行う際に、地域の４名の方にボランティア
ティーチャーとして来ていただきました。 ミシ
ンの難しい操作を分かりやすく教えていた
だき、布を縫う実習がスムーズにできました。

　３年生が昔の暮らしについて学習する際には、
地域の方に昔の暮らしについてのお話を、実物
や画像を提示して頂きながら、分かりやすくお話
して頂きました。そして、七輪体験では、２名の
方に、七輪での火おこしの方法を教わり、お餅
をおいしく焼くこともできました。

　運動会に向けて鳥羽踊りを練習する際に
は、踊りの指導に多くの地域の方々がご来
校くださいました。

　１年生の昔遊びには４名の地域の方
にボランティアティーチャーとして来校して
いただきました。今では普段のくらしの中
であまり目にすることの少ない道具を使っ
て、楽しく遊ぶことができました。

　どんど集会に向けても、事前のやぐらづく
りの日と当日に、それぞれ、ＰＴＡの役員さん
を含めて20 人を超す人数の地域の方々が、
集会の成功のためにお手伝いくださいました。
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大
谷
33
観
音
巡
り

大
谷
33
観
音
巡
り

社
協　

鳥
越
千
恵
子

社
協　

北
田
雅
之

　

３
月
16
日
、
恒
例
の
大
谷
西

国
33
観
音
巡
り
が
40
名
の
参
加

者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
30
分
早
く
金
剛
福

寺
に
集
合
、
鳥
越
会
長
の
挨
拶

の
後
、
今
回
は
観
音
巡
り
の
前

に
、
健
康
づ
く
り
活
動
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
歩
く
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ

の
仕
方
や
、
正
し
い
歩
き
方
な

ど
を
30
分
程
学
び
身
体
も
少
し

ほ
ぐ
れ
態
勢
も
整
い
ま
し
た
。

　

井
上
ご
住
職
の
導
師
の
も
と
、

境
内
の
粉
河
寺
千
手
観
音
に
お

参
り
し
、
今
日
の
安
全
と
参
加

者
全
員
の
健
康
を
祈
願
し
般
若

心
経
を
唱
え
33
番
の
六
道
様
に

向
け
て
元
気
よ
く
出
発
し
ま
し

た
。

　

急
な
山
道
を
登
っ
た
り
、
平

坦
な
道
の
り
で
は
、
道
端
の
草

花
に
春
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら

参
加
者
同
士
と
の
会
話
も
は
ず

み
ま
し
た
。

　

途
中
広
大
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
設
備
が
あ
り
、
い
つ
も
と
は

違
う
風
景
に
驚
く
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

山
中
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
穴

太
寺
、
最
終
の
六
道
様
で
、
今

回
導
師
を
お
願
い
し
た
藤
田
繁

喜
さ
ん
の
も
と
全
員
で
般
若
心

経
を
唱
え
、
無
事
観
音
巡
り
を

終
え
解
散
し
ま
し
た
。

　

遍
路
道
の
整
備
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ご
接
待
を

い
た
だ
き
ま
し
た
金
剛
福
寺
様
、

北
田
商
店
様
、
欅
の
杜
様
、
諸

準
備
を
い
た
だ
き
ま
し
た
社
協

担
当
者
の
方
々
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
多
く
の
方
に
観
音
巡

り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
健
康
講
座
が
、
恒
例

の
大
谷
山
三
十
三
観
音
巡
り
と
合

わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
剛
福
寺
境
内
に
、
井
原
市
保
健

セ
ン
タ
ー
よ
り
健
康
運
動
指
導
師

の
三
宅
久
美
子
さ
ん
を
迎
え
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
と
題
し
て
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
鳥
越
会
長
よ
り
、
参
加

者
へ
お
礼
を
兼
ね
て
の
挨
拶
の
後
、

三
宅
講
師
よ
り
三
十
三
観
音
巡
り

に
備
え
て
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
、

散
歩
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
違
い
に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

前
日
よ
り
少
し
暖
か
い
朝
で
し

た
が
、
参
加
者
の
皆
様
は
、
講
師

の
か
け
声
の
も
と
一
生
懸
命
体
を

温
め
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
年
齢
に
関
係

な
く
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に

で
き
る
全
身
運
動
で
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
無
理
な
く
で
き
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
全
身
の
筋
肉

に
適
度
な
刺
激
を
伝
え
、
筋
肉
を

衰
え
に
く
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
筋
肉
は
四
十
代
を
過
ぎ
る
と

衰
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
ぐ
っ
と
速
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
は
、
適
度
な
筋
力

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
最
適
な
運
動
で

す
。
無
理
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
15

分
か
ら
20
分
歩
く
と
、
脂
肪
が
燃

焼
し
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
な
り
ま
す
。
体
の
不
調
は
歩

い
て
治
す
と
い
う
く
ら
い
の
気
持

ち
で
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

道
端
の
花
や
草
、
野
鳥
の
さ
え

ず
り
、
木
々
を
吹
き
抜
け
る
風
に

季
節
を
感
じ
な
が
ら
肥
満
の
解
消

や
骨
の
強
化
、
糖
尿
病
の
予
防
な

ど
の
効
果
を
得
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も

注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
歩
き
始
め

る
前
に
必
ず
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
し
ま
し
ょ
う
。
中
高
年
世
代

は
関
節
や
腱
が
弱
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
他
の
ス

ポ
ー
ツ
に
比
べ
、
の
ど
の
渇
き
を

感
じ
に
く
い
の
で
、
水
分
の
補
給

は
必
ず
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

長
続
き
の
秘
訣
は
、
歩
く
こ
と
を

楽
し
む
こ
と
で
す
。
そ
し
て
歩
い

た
後
は
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ

と
や
、
疲
れ
を
蓄
積
さ
せ
な
い
よ

う
最
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ま
で
考
え

た
い
で
す
ね
の
言
葉
を
聞
き
三
十

三
観
音
巡
り
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
健
康
講
座

平
成
25
年
度
健
康
講
座

ソーメン流し

だ

主

わ

い

県

公民館GG大会　優勝 岡田英臣さん
12
15

12
29
公
民
館
大
掃
除

　

各
団
体
か
ら
50
名
の
参
加

3
16 井原市操法訓練大会  フレッシュなチーム

1
13
笑
い
の
講
座　

大
喜
利

1
3 新年互礼会  
福引き 特等賞 北田静夫さん

1
14
と
ん
ど
集
会

　

今
年
も
元
気
で

　
　

過
ご
せ
る
よ
う
に
！

６部 岡田逸子さん
100 歳おめでとうございます。

3
15

総理大臣・市長・地区社協からのお祝いに笑顔

26年
3月
県
主
池
田
水
門
完
成
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ょ
う
。

　

し
か
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も

注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
歩
き
始
め

る
前
に
必
ず
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
し
ま
し
ょ
う
。
中
高
年
世
代

は
関
節
や
腱
が
弱
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
他
の
ス

ポ
ー
ツ
に
比
べ
、
の
ど
の
渇
き
を

感
じ
に
く
い
の
で
、
水
分
の
補
給

は
必
ず
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

長
続
き
の
秘
訣
は
、
歩
く
こ
と
を

楽
し
む
こ
と
で
す
。
そ
し
て
歩
い

た
後
は
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ

と
や
、
疲
れ
を
蓄
積
さ
せ
な
い
よ

う
最
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ま
で
考
え

た
い
で
す
ね
の
言
葉
を
聞
き
三
十

三
観
音
巡
り
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
健
康
講
座

平
成
25
年
度
健
康
講
座

ソーメン流し

だ

主

わ

い

県

公民館GG大会　優勝 岡田英臣さん
12
15

12
29
公
民
館
大
掃
除

　

各
団
体
か
ら
50
名
の
参
加

3
16 井原市操法訓練大会  フレッシュなチーム

1
13
笑
い
の
講
座　

大
喜
利

1
3 新年互礼会  
福引き 特等賞 北田静夫さん

1
14
と
ん
ど
集
会

　

今
年
も
元
気
で

　
　

過
ご
せ
る
よ
う
に
！

６部 岡田逸子さん
100 歳おめでとうございます。

3
15

総理大臣・市長・地区社協からのお祝いに笑顔

26年
3月
県
主
池
田
水
門
完
成



　

２
月
15
日
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
井
原
に
於
い
て
井
原
市
主
催

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

は
、
市
内
13
小
学
校
区
単
位
に

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

等
が
設
立
さ
れ
地
域
の
課
題
を

み
つ
け
問
題
解
決
を
行
い
、
よ

り
良
い
住
民
生
活
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
地
域
住
民
が
主
役

と
な
り
運
用
し
て
い
く
組
織
で

す
。

　

県
主
地
区
で
は
「
結
の
里
」

の
考
え
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
「
県
の
里
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
岡
田
章
文
会

長
を
中
心
に
数
年
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
25
年
度
は
、
が
ん
ば
る

地
域
応
援
補
助
金
を
活
用
し
た

「
広
報
誌
発
行
事
業
（
各
種
団

体
発
行
の
情
報
誌
統
合
）」「
ふ

る
さ
と
案
山
子
に
よ
る
地
域
活

性
化
」「
６
次
産
業
に
よ
る
地

域
活
性
化
」「
人
材
育
成
事
業

（
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）」
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
選
ば

れ
た
芳
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
木
之
子
地
区
振
興
協
議
会
・

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
の
３
地
区
が
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
に
つ
い
て
発
表
の
後
、
米

良
重
徳
先
生
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

て
ほ
し
い
。
実
り
の
時
期
の
イ

ベ
ン
ト
の
「
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
、
参
加
す
る
楽
し
さ
、

見
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
二
つ
で
「
か
か

し
の
里
県
主
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
主
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
10

年
に
一
度
は
水
不
足
が
発
生
し
、

水
稲
栽
培
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
念
願
で

あ
っ
た
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
揚
水
が

決
定
し
、
工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
完
成
後
は
門
田
川
に

い
つ
も
水
が
流
れ
、
水
質
浄
化
な

ど
水
辺
の
環
境
の
向
上
や
水
不
足

の
解
消
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
工

事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

抅
井　

晃
治
様
（
亡
父
）

　

北
田　
　

功
様
（
亡
母
）

　

廣
田　

克
己
様
（
亡
母
）

　

藏
本　

敏
秀
様
（
亡
母
）

　

三
嶋　

敏
文
様
（
亡
父
）

　

横
溝　

仁
志
様
（
亡
父
）
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第５号
発　行　
　県の里まちづくり推進協議会
　県主地区自治連合協議会
　県　主　公　民　館
　県主地区社会福祉協議会






























県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

タ
ー
）・
瀧
本
市
長（
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
）・
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
各

団
体
代
表
の
本
井
誠
治
さ
ん（
芳

井
地
区
）
佐
能
直
樹
さ
ん
（
木

之
子
地
区
）
岡
田
章
文
さ
ん
（
県

主
地
区
）
で
意
見
交
換
・
質
疑

応
答
を
繰
り
広
げ
ら
れ
盛
況
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
参
加
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て森下

和
美

　

当
協
議
会
か
ら
は
、
広
報
委

員
会
、
み
の
り
の
里
・
は
ぐ
く

み
の
里
・
う
つ
く
し
い
里
部
会

の
事
業
に
つ
い
て
詳
細
を
説
明

し
、
我
々
の
取
組
み
に
つ
い
て

市
内
に
発
信
し
ま
し
た
。
説
明

し
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
り
思
う

よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
場
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
は
充
分
ご
理
解
い
た
だ
い
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
つ
く
し
い
里
部
会
で
は…蔵本

久
美

　

現
在
常
設
展
示
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
ふ
る
さ
と
か
か
し
」
は
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
癒
し
を
感
じ

紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

５
月
15
日

　

▽
市
民
の
声
を
聴
く
会

５
月
25
日

　

▽
第
35
回
町
民
体
育
祭

　

今
年
も
実
り
の
秋
に
か
か
し
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
り
、
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

初
回
実
行
委
員
会
（
５
月
中
旬
）

　

ふ
る
さ
と
か
か
し
が
徐
々
に
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
制
作
を
毎
週

日
曜
日
午
後
に
公
民
館
分
室
で

行
っ
て
い
ま
す
。
制
作
に
伴
い
古

着
・
靴
・
帽
子
を
集
め
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

出席者全員の記念写真

ふ
る
さ
と
か
か
し
の
常
設

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

み
の
り
の
里
部
会

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ





　　
　

森
岡　
　

通
さ
ん

　
　

安
原　

直
視
さ
ん

　
　

西
本　

忠
志
さ
ん

　
　

野
宮　
　

悟
さ
ん

正
月
用
し
め
飾
り

包
丁
研
ぎ

駐
輪
場
の
整
備

い
つ
も
あ
り
が
と
う

平
成
25
年
度
井
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

平
成
25
年
度
井
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

広
報
委
員
会　
　

安
藤
直
樹

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

事
例
発
表
者

◎
広
報
誌
発
行
事
業

　

広
報
委
員
会    

（
安
藤
直
樹
）

◎
６
次
産
業
に
よ
る
地
域
活
性
化

◎
人
材
育
成
事
業
（
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）

　

総
務
部
会　
　

 

（
森
下
和
美
）

◎
ふ
る
さ
と
案
山
子
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

う
つ
く
し
い
里
部
会
（
蔵
本
久
美
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ
リ
ス
ト

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
岡
田
章
文
）

う
つ
く
し
い
里
部
会

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

パイプライン敷設経路


